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松 田 光 悦
営 してい きたい と考 えてお ります。また地域医療 へ
の貢献 とい う観点 か ら、地域への高度な専門的歯科
医療 の提供 とい うこと、さらに法人化 とい うことも
あ り経営 に対する貢献 とい うことも考慮 しなければ
いけません。 これまで行 って きた ことを地道 に継続
す る ことに加 え、 口腔 インプラン ト(人 工歯根)に
よる治療 をルーテ ィン化 し、前周組織 の再生医療な
どと結 びつ け、大学でなけれ ば出来ない独 自の治療
体 系を構築 し、地域医療 な らびに病 院運営 に貢献 し
てい きたい と考 えてお ります。
教 育に関 しましては、その主体は将来医師になる、
医学 部学生 であ ります。将来 医師 にな る学生 に教 え
るべ きことは歯科学や 口腔外科学の知識、技術 とい
うことも重要 では あ りますが、それ以上に将来彼 ら
が診 るであろ う医科の患者様 に役 に立つ ものでなけ
ればな らない と考 えてお ります。それはす なわ ち、
全身の健康 と11腔 の健康、全身疾患 と口腔疾患の関
わ りといったことであ り、歯科 口腔外科学 とい うよ
り、[腔 科学(Stomatology)の 知識 を身につけても
ら うことが重要 と考 えます。その結果 、彼 らの診 る
患者様の健康増進 、各種疾患 の予防 、QOLの 向上
とい うことに役立 ち、本学の教 育理念 にそ った教育
であ ると確信 してお ります。
研究 に関 しましては、 これ まで蓄積 して きた人工
骨開発の研究 を さらに発展 させ るよう努力 したい と
考 えます。 さらに新 しいテーマ としまして、再生 医
療、特 に骨 の 再生 医療 に、本 格的に取 り組み、顎骨
欠損 をは じめ とす る 口腔機能障害の改善 に役立てた
い と考えてお ります。以上、大変微 力ではあ ります
が、誠心誠 意努力す る所存であ ります。 どうぞ よろ





私は生粋の道産子 ではあ りませんが、母方 が旭川
に縁があ り本大学に入学 し、20年 以上旭川 、医人 に
暮 らしている外科医です。専門 は臨床、研究領域 と
もに炎症性腸疾患、大腸癌 と消化管 を主に行 ってい
ます。先 日もヘ リコプ ター で潰瘍 性大腸 炎の患者 さ
んが釧路 の病院か ら搬送 され るなど、全道 か ら患者
さんが集 まって きてい ることを 目々の仕 事の励 み と
して頑張ってい ます.患 者数の増加 に伴い、手術部 、
ICUを は じめ多 くの分野 の方 々に支えられ ている
ことをこの場 を借 りてお礼 を申 しLげ ます。 これ か
らもど うぞよろし くお願 いいたします。
眼科学講座 助教授
石 子 智 士
本学9期 卒業生です 。学生時代は アップル ズ(ソ
フ トテニス部)に 所属 していま したが、 自分が顧 問
になるとは思 ってもいませ んで した。大学院時代 は
実験動物 を用い た近視 の基礎研究 を行い、修 了後 は
眼底画像診断 と視機能 評価 に関す る臨床研究 を行 っ
てきました。ハーバー ド大学留学 を通 じて、単に視
機能 を評価す るだけではな く低視力の患者に対 し残
され た視機能 をいか に用 いるかを考 えるロー ビジ ョ
ンケアへの関心 も広が りま した。今後 とも、 どうぞ
よろし くお願いい たします。
撃 保健管理センター 助教授川 村 祐一郎
昭和56年 卒の3期 生ですV永 らく第1内 科 に所属
し、主に循環器疾患の診療 ・研 究に携 わってお りま
したが、本年独法化 とほぼ期 を一に して現職 、並 び
に当学 の産業 医を拝命 しました。即 ち学生諸君 ・職
員の皆様の安全 ・健康管理が主業務 となったわ けで
す。 専門寄 りの意 見で恐縮 ですが、心血管病 の リス
クに関わ る生活習慣病の兆 しは若 い頃か ら、しか も
音もな く(症 状な く)忍 び寄ってきます、 その予防
には医療者 の努力 に加 えご本 人の 自意識 とい うもの
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平成16年 度外 国人留学生秋季オ リエ ンテーシ ョン
が 、10月28日(木)に 行われ在籍留学生10人 中3人
と、 その家族2人 、チュー ター1人 、職 員2人 の計
12人 が参加 しま した。
例年 は夏の行事で したが、今年 は中国か ら9月22
日に刻 暁宇(リ ュウ シ ョウユ)さ ん、10月4日 に
矧1変 浩(シ ョウ イー ジェ)さ んの2人 が新 たに
留学生 として来 日され ることか ら、秋の行事 としま
した。
月形町の皆楽公園パー クゴル フ場では半数以Eが
初 めて とい うこ とで、一打 ご とに歓 声をEげ ながら
楽 しんでいました。




F臨 話 ヤ 郷,
野∫ 虹 ・.翻 脇
o
前が町の名前 にな りました。北海道開拓 の頃、 囚人
を使 って、樺戸、空知太、上川(現 在の月形、浦 臼、
砂 川、滝川 、旭川等)か ら網走 までの道 を切 り開か
せ ました。交通手段が石狩川 を船で行 き来す るしか
ない頃に、原始林 を道路 にす る とい う重労働です。
後に囚人 が減 って くると、中国、朝鮮 か らの強制連
行 とな りました。
温 故知新一一昔の出来事 を知 り、開拓 のために尽
くされ た先人 に感謝 を しなが ら、学問 ・研究 に来 ら
れ た留学生 と、 よ り深 く友好関係 を築 けれ ばと思い
ま した、,
帰 りは浦 臼町の、 しいたけ飯店 にて食事 と共 に交
流会 を行い ました。
鑑 ド卿1

























私は壊滅 的にプ レゼ ンが ド手でした。まだ本 当に要
点 を押 さえたプ レゼ ンはできませ んが、当初 に比べ
れ ばだいぶま しになった と思 います.(^^;)外 科
では術前のプレゼ ンや術後の経過の簡単な報告な ど、
毎 日のよ うに発表す ることがあ ります。先生方 にア
ドバイスを頂い た り、同級生や6年 生の先輩 に分か
らないこ とを聞いて何 回もプ レゼ ンを繰 り返す うち
に苦手意識が薄れてきま した。超 がつ くぐらいあが
り症 な私 にとって人前で話す ことに慣れ たことも大
きな進歩 でした.
最後 に、私が一番強 く感 じることは、 ク リニカル
クラー クシップは社会勉強 だとい うことです。医療
チームの一 員として参加 してい ると、先生方以外 に
看護師 さん、 クラー ク さんや看護学生 さんな どいろ
んな方 と関わ る機会 があ ります。摂子 の持 ち方 さえ
も知 らなかった私 に持 ち方か ら清潔操作 まで指導 し
て下 さったのは看護師 さんで した。 プ レゼ ンに使 う
画像やカルテの取 り寄せの ことで クラー クさんにも
迷惑 をかけてしまい ま した。いつ もい ろんな方 に支
えられて実習 を しているのだ と実感 します。実習 で
指導 して くださっている先生方や他のス タッフの皆
さん、いつ も本 当にあ りが とうございます。残 りの
実習 もで きるだけ多 くの ことを学 び、有意義 な実習
に したいです。
一4一
　轍 智を襲蒐て 織 械
医学科第3学 年
佐 賀 智 之
解剖実習の初 日を迎えたのは昨年の10月 であった。
編入生の私に とっては入学 してわずか数 日後の こと
であ り、い よいよ医学部 に入学 したこ とを強 く実感
した。 ご遺体 を前 に初 めは躊躇 もあったが、生前の
ご意志 に応 えるためにも、で きる限 り多 くを剖出 し、
目や触覚 に焼 きつけよ うと努力 した。
それ か らの数 ヶ月は驚 きの連続 であった。巧妙 に
接続 され る筋 ・骨 、それ らに配線す る神経、全身 を
配管す る脈管、エ ンジンを思わせ る心臓 、 レンズそ
の ものの水晶体、 これ らを操 る脳 脊髄。 誰かが設計
した精密機械の よ うな この集合体 が、肉眼では見え
ない ミクロな事象 と連携 して生命 を司 る。 この神秘
的 な光景 に畏敬の念 を感 じず には居 られ なかった。
こ うして、実習 に没頭す る とともに時お り疲労 も





































上 坂 貴 洋
10月 から始まった解剖実習は現在 、全 日程の約半
分が終 了したところだ。先生方の熱意 あふれ るご指
導の もと、私達 は班 で話 し合いなが ら、ご遺体 を解
剖 し、体 内の構 造 を直 に観察す るとい う実習 を行 っ
てい る。始 めは戸惑 うことも少な くなかったが、実
習 を重ねる毎 に要領 がつかめて きて、皆思 うよ うに
実習が進 め られ るようになった と思 う。この実習 は、
私達が医学生で あることを強 く実感 させ る ものであ
り、そのせ いもあってか、皆、 これ まで以上に集 中
して実習に取 り組んでいるのではないか と思 う。
この実習を通 じて強 く感 じるのは、人間の身体 は
本 当によくできてい るとい うこと,,骨 や 筋肉、神経
な どは無駄 な く配置 され、 これ らの仕組 みには 「な
るほ ど」 と思わず にはい られ ない。人体 の構造 を直
に 目にす ることで、 これ らの仕組み に少 しで も不具
合 が生 じれば病 になるとい うことは容易 に想像 で き
る。 このよ うな状況 にあ る患 者 さんのため に、私達
は これか ら更 に多 くの ことを学んでいかなければな
らない と思 う。
実際に ご遺体 を解剖す ると、人体 の構造 は必ず し
も教科書通 りではな く、また ・人一人外 見が異なる
よ うに、体内の構造 にも個人差があ るとい うことが
分か る。 したがって 目的 とす る構造 物 を見つけるの
は結構大変なのだが、このよ うに人の身体 に個 人差
があるとい うことは、臨床の現揚 において も重 要で
はないか と思 う。患者 さんは一人一人身体 の構造 に
個人差があ り、当然性格 にも個人差があ る。 この こ
とを十分考慮す る姿勢 が今後私達 には求め られ るの
であろ うし、その意味で もこの実習 は学ぶべ きこ と
が多 い と思 う。
解剖実習 はこの後 も2月 まで続 く。私は今年、祖
母 と父を亡 くしたので、私達 の実習 のため にご遺体
を提供 して下 さった故人や 、故人を亡 くされた ご家
族 の思 いを考 える と、胸が痛 む と同時 に感謝の気 持
ちで一杯 だ。故人や ご家族の尊い ご意志 を無駄 にし




授業漸 腰 員会委賑 近 藤i 均
本 学 教 員(常 勤 ・非 常 勤)に く1す る学 生 に 仁る 授 業 評 価 も 、 今 回 で1年[に 入 り 主Lた ・1ん成16年 度 前
期 の 結1摂 を こ.こに 公 炎 い た し ま す
公 炎 の1勾'容 は 従 来)「)ノ∫針 に 則 一・て い まrl　 す な わ ら、 「講 義 に 対 す る 学 生 膏平価 」 に 関Lて は 、(1)評 価 を'受
け た 経教 員 のT1点 分 布,部 局 別 教 員 の 最 高 点 と 最 低 点(2)同 じ く 翁教 員 の う ち 、得 点 がL位20%以 内 に 八
る 教 員 の 氏 名 ・所 属 、 評 価 を 受 け た 科H(必 修 ・選 択 び)区 別)と そ の 目時 ・対 象 学 生 ・11堤修 占'(登 録 κ')数 、
評 価 川 紙 の 配rlf数 ・回 収 数 ・回 収 率(3)高 得 点 の 一L/・.:3名の 教 員 の 、 個 々の 設 問(間5～17)ご と の 点 数
と教'ド1r自」芽に よる コ メ ン ト 以 ヒの3点 で す ま た 、'だ習 な と 「企1由1に対 す る 評 イilti」に つ い 一(1よ、1没問 こ とσ)
点 数 と コ ー デ で ネー ター に よ る コ メ ン トを掲 載L主Lた
今 年1芝(ノー)iil'曲xl511は、li乍年1斐工ス商1∫♂)もの とは 異 な つ て し・ま 一む イK委 員 会 で は1咋 算こ、ほ ほ1年 間 を 費・べ'し 『て 、
学 牛 ・教 員 双 方 の さ ま ざ ま な 意 見 を 踏 ま え た トで 、 鋭 意 、 評 価 項 目 の 見 直L作 薫 を 行 な っ て き ま し た'i'1iし
い 評 価 川 紙 で は 、 従 来・の も の と⊥'ヒベ 、 よ り客 観 的 で きめ 細 か い ♂{こ価 が で き る 二 ど を ～ゐ さ し ま し た 学 生 か ら
も 「評 価 がLや す く な っ た 」Lお お む'ね 好 評 を も ・って 迎 え られ て い る 上 う で す
こ の よ うに 、 今 年 度 か ら の 評 価 項 目 は 昨 年 度 以 前 び)もの と は 異.な'・て い ま す か ら 、 点 数 を 単 純 に 比 較 す る
こ と は で き ま せ んL、 そ も そ も点 数 に こ だ わ る 二 と に 、 あ ま り意[』kは あ り ま せ ん 学 生 に 上る 授 』瑛評 価 の ゴ1乏
たの ね ら い は 、 こ れ を き'・か け に し て 教 眞 が 学 牛 の 声 を 真 摯 に 受 け 止 め 、 さ ら に 授 裳 の 内 容 や ノ∫法 に つ い て
学 生 と コ ミコ.ニ ケ ー シ ョ ン を 深・め,そ の 結 恥 を 授 業 の 改 善・に つ な げ て い く こ と に あ り ます
な お 、 木 委'員会 で は 、 発 足 時 か ら の 駿本 〃 針 とLて 、 授 業 中 に お け る 評 価 川 紙 の 配 看ゴは 、 畦1務局III,Jに任 せ'
る の で は な く、 な る べ く 委 員 自 身'が 直 接lill向 し・て 行 な う こ と にLて き 蛮Lた 二れ は 、 評fl111の〕重営}t授 業 に
携 わ っ て い る教 員 自.ピォが1=体 と な ・,て 行 な う べ き も の 、 と い うポ リ シー一に 埴づ くも の で す 委 員 が.教'室 に 踏
み 込 む と,思 わ ず 身 構 え て し ま う 乃'々や 露 骨 に 嫌 悪 感 を 小 さ れ る 乃'々 も い ら'・・Lや い ま す が 、 以Lのi:旨 を
共 く御 理 解 い た だ き!こい と思 い ま す
な お 、 委 員 が 川 紙 の 配 布 に.Lく か ら と いJて 、 委 員 会 の メ ン バ ー は 個 々の 教 員 の1}・il/llli点を1、iりll}る 、1/:場に
は な い こ と を 、 念 の た め 申 し添 え ま す コ ン ヒ ー1一 タ処 理 お 虹び 教 員 へt1)r,i課 通 知 は 学 ノ㌫1装教 務 係 に ・任L
C才」り ま1'」'
平成16年 度前期 「講義に対す る学生評価」における全教 員の得点分布
得 点
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講 義 計 画
問5各 回の講義はよく準備がなされていましたか。
問6履 修要項は授業全体のポイントを理解する上で適切でしたか。
教 育 意 欲 ・態 度
問7教 育に対する情熱 ・熱意が感 じられましたか。
問8学 生に接する態度は授業担当者として適切でしたか。
講 義 技 術 ・内 容
問9明 瞭で聞き とりやすい話 し方で したか。
問10教 材(プ リン ト ・スライ ド・板書な ど)は 適切 でしたか。
問11講 義 において重 要ポイ ン トを強調 して くれ ま したか。
問12学 生の反 応 を確 かめなが ら講義 していま したか。
問13豊 富な知 識があ り、かつ説明が論理 的で したか。
問14授 業の難 易度は適切 でしたか。
問15各 回の講義内容 は量的 に適切 で したか。
問16今 後の学習意欲 を増す 内容で したか。






強 くそ う思 う(非 常 に良い)
やや 思 う(良 い)
どち らとも言 えない(普 通)
あま りそ う思わ ない(あ ま り良 くない)
全 くそ う思 わない(良 くない)
一7一
高 得 点 者 TOP3
1聯 帯繍 鷺学㌔ 酬 第、輔 競 修科目)
日日寺:平 月気16年6月1〔}日(木)2言 茸[
履 修 者 数:59配 付 数:46回 収 数:46回 収 率:]00.〔 〕`%)
*評 価紬 果 いド均)
m5 問6 問7 闇8 問9 間10 問11
4.6
闇12 問13 問14 間!5
4.7 4.3 4.9 4.7 4.7 4.6 4.8 4.8 4.3 3.6








母 性 看"411,J'は周 席期 を中 心 に思 春 期 か ら 更 ・呂年 期 ま で 、女性 を 対 象 に看 護 展 開 す る こ とが11的 で あ る 、
従'って 月 経 と妊 娠 ・分 娩 の メカ ニ ズム は 牛理 的 変 化 、新 生 児の 特 徴 な と を5・ま え,そ の 心 理 社 会 的 影 響 べ・
生 活 に 及 ぼ す 変 化 に 対 し,介 入の必 要 性 や 具 体 的 方 法 を 考察 す る.臨 床 を知 らな い 学 牛 が イ メー ジ で き る
よ うに 話す た め 、1コ マ の ボ リ ュー ム が 多 くな る点 を反 省 しつ つ 、学 生 諸 吾 が この 授 業 に 興味 を持 っ て受
け 入れ て くれ た こ とに感 謝 す る.ま た他 斉へ の看 護 の み な らず 、学 生 自身 のrcpuroductivehealth/righ1sに 引
きつ け て聴 講 して くれ た とす れ ば私 の 目的 の'卜分は 達 成 され た と思 う、 残 り半 分 は4学 年 で展 開 され る 母
性 石櫛 学 実 習 に 硬立 つ 講 義 で あ っ た か 、 と い う点 て あ る
一 「
2著 猷 陰摸 藷IA(医 学科第1学年通年/必修科[)
口時:'ド 成1(i年7月9[(金)6講 口
履 修 者数:45配 付 数:45卜1]収 数:45回 収 率:1〔 〕0.0%
*評 価結果(平 均)
問5 問6 問7 問8
4.7





4.6 4.7 4.7 4.5 4.2 4.5 4.1 4.1 4.4
一
X1.6一
*評 価 に対 する コメ ン ト
毎 時 間ni語 テ 尺 トを 課 す た め か 、 「きつ い」 との 苦 情(?)が 寄 せ られ て い た こ の授 業 が 、高 い評 価 を 受
け る こ と は 並想 し て い ∫眞せ ん でLた 教 材 は 、 毎 年学'f:か ら の ア ン ケー ト、教 育 関 連 の研 究 会 か ら 得 られ
る 示 唆 を参 考に し て 、英 語 力 向 ヒに 必 要 な もの だ け を 使 用 す るzう に心 が け て き ま し た 今回 の 評 価 を 受
け て 、 今 後 も1き つ い 」授 業 を展 開 し て き た い と思 い 雲す た だ し、闇14の 難 易度 に っ い てir.,2名 が 「あ
ま りそ う思 わ な い 」 と し てい ∫ヒす 一 コ メン トか ら も難 し い,m.的 に 多い と感 じ る ノ＼もい る よ うです 二の
点 につ い て は 後 期 の終 わ りに再 度 調 査 し、 次 年 度 以 降 の 授 業 で6k調 整 した い と思 い ます 自 由 記載 に1=る
意 見は 、授 業 改 善 に結 び つ きそ うな ヒ ン トが い くっ もあ り ま した 一 多謝 一
一8一
英 語 サ イ モ ン ・N・ ベ イ リ ィ
3
科 目名:英 語IB(看 護 学科第1学 年通年/必 修 科 目)
日時:平 成16年7月13目 ㈹5講 目

































のフィー ドバックから学ぶ良い機会 とな りました。その評価 とコメン トに感謝しています。
以下4.1以 上(上 位20%内)の 教 員 は次 の とお りで す。
(五十音順)
所 属 名 教 官 名 科 目 名 日 時
内科 学第 三講座 綾 部 時 芳 生 命 科 学X 平成16年9月8日 ㈹1講 目
英 語 グエンドリン・ギヤラガー 英 語IIA 平成16年7月12日(月}4講 目
非 常 勤 講 師 坂 井 光 信 芸 術 学 平成16年6月4日 團2講 目
小 児 科 学 講 座 田 中 肇 総 合臨 床 医学IV 平成16年9月3日 團1講 目
看 護 学 講 座 野 村 紀 子 感 染 看 護 学 平成16年7月9日 團1講 目
噛
内 科 学 第 ・・講 座 長谷部 直 幸 臓器別・系別講義1 平成16年6月1日 ㈹3講 目
生 命 科 学 林 要喜知 人 間 科 学1 平成16年7月22日 團3講 目
非 常 勤 講 師 藤 尾 ミツ子 代 謝 栄 養 学 平成16年9月6日(月)3講 目
放射線 医学講座
,
峯 田 昌 之 総 合臨床 医学VI 平成16年8月31日(火)4講 目
科 目 名 学 年 履修者数 配付数 回収数 回収率(%)
生 命 科 学X 必 修 医2 92 71 64 90.1
英 語HA 必 修 看2 32 32 32 100.0
芸 術 学 選 択 10 9 9 100.0
総合 臨床 医学IV 必 修 医4 100 67 42 62.7
感 染 看 護 学 選 択 看3 14 12 12 100.0
臓器別・系別講義1 必 修 医3 99 82 72
..
人 間 科 学1 必 修 看1 60 56 56 100.0
代 謝 栄 養 学 必 修 看2 61 55 55 100.0




科 目 講 成
科 日 内 容





事前 に履修要項や教 科書 を読むな ど予習 をしましたか
授業 に毎回出席 しましたか
授業 中に授 業内容を理解す るための努力 をしま したか,





科 目全体の履修 目的は、履修 要項や ガ でゲンスで明確 に示 され ま
したか
履修 主題開お よひ教 員間で、内容の過 度な重複 は避け られ ていま
したか
各履修一1題に割 り当て られ た時問の バランスは適切で したか,







科 目全体の内容は理 解Lや す い もので したか、,
科 口全体の履修の 目的は最終的 に達成 され ましたか、,
科N体 の内容は今後の学習意欲 を増す もので したか、
試験や提III物(レ ポー トな ど)の 量 と内容は適 切でしたか、








強 くそ う思 う 俳 常 に良い)
べ・ぺ㍉思 う(良 い)
どららと も言えない(普 通)
あま りそ う思わない(あ 裳り良 くない)
全くそ う思わない(良 くない)













3.4 z.5 4.1 4.2 4.3 X1.3 /1.2 4.2 4.0 /.1
問14間15問16悶17問18
4.2
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 社 会医学脳 楚i」 一 デ 伴 一 ・一 近 藤 均
本 科 目は 今 年 が 開 講3年L」 で あ る 八竹 学 長1一 イ1川病 院 長 が そ れ ぞれ1コ マ.残 り13コ マ を コ・一テ でネー
ダー の 筆 斉が担 当 した.内 容 は 、 モ デ ル ・コ ア ・カ リの カrド ブ ッ クに あ るIA.些 本'炉 貞」の う ち 、「医
の 原 則(1)医 の 倫 理 と生 命倫 理 」 に準 拠 して い る 学 長 ・病 院!v>講 話(あ るい は訓 辞)は 今 後6f口 昌」
に わ た る学 習 の 心 構 え を説 い た もの で,好 評 だ ・った よ うで あ る ただ,予 術 や 出 産 の場 面 が 登場 司 る でン
ハ ク トの強 い ビ デ オ を 用 い た た め 、 モ チ ベ ー シ ョ ンが 高 ま っ た と答 え た学 生 も 多か っ た 反 面 、 気 分 が 悪1
な っ た学 生 く,小な くな か'一,たよ うで あ る 来年 度 以 降 は 取 扱 い を慎 重 に し た い.へ1、1者に 対Lて は 自 山 記 載
欄 に批 判的 意 見 は 見 られ なか っ た が 、 相 変 わ らず 学 生 の ノノを 見な い で ・方 的 に ま く した て る授 業 を')'iけ
て い る 、 来年 度 はlrl∫とか 改 善 して い き た い 一 虫た 、 後 続 の 社会 医 学 基 礎II～IVや さ らに 後続 ♂)臨床 医 学概
論1～IVの 内 容 と も有 機 的 連 関 が 図 れ るkう に、 コー一デ ィネー 々一 問 で話 し 合 っ て生 きた い
一1し1一
(
科[名:生 命 科 学1(医 学 科 第1学 年 前 期)




















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト'h
.uu"1=1学1,ト デr-f-・.・ 上 ロ 勇 次 郎
本 科 目 は 生 物 学 を † 体 とLた 講 義 で 、 生 命 科 学II～XIの 簾 礎 と な る 導 入 コ ー ス で あ る 昨 年 と 同 様 に 争
年 も 、講 蒋 企 画4)総r† 評 価 て 比 較 白!」良 い 評 価(4.0凶 受 け た しかL,「 高 校 生 物 非 履1[釜 κ にk寸 す る 配 慮 が な
い 」、 「ボ リ コ ー.ム 」尚 尺 」、 「ス ラ イ ドの 資 半十が 欲 し い 」な ビ4、冴r甘商 も 受 け た σ)で 、講 義 内 容1こ さ ら な る 工.丸'
改 良 を ノ川え る く1L'.があ る.リ ノ、 「よ い 講 義 だ っ た 」、 「高 校 生 物 の 焼 き 直Lで つ ま ら な い 」 な と'1/)ri,h,も あ
り(お そ ら(高 校 生1吻 履G'肖')、 そ れ ら の ギ ー、・・ソフ を ビ う 埋 め 合 わ せ る の か が 難 し い.,入 試 制 度(王 里科2科
目 選 択 制)や カ リ キ コ.ラ ム(リ メデ ィ ア ル 教 育 の 位 置 づ け)の 見 直Lも 必 要 で あ ろ う
二 二3年 間 、 問1、4(授 業 を 理 解 す る プ:二め に 予習 ・復 習 をLた か)へ の 学 生 自 己 評 価 が 減 少 し 続 け て
い る(3.8-→3.3-・3.1ポ イ ン ト)rl学=自 習 の 努 ノリσ)足 り ち1い'陶〕∫:生が 「講 義 を 理 解 で き な い 」 とiLて い
る.ヒ い うdiiが あ る の で,講 鏡 内 容 の 安 易な 軽ll亘ヒに は 門 題 が あ る と 考 オ て い る 、講 義 で は 敢 え てSPO`)n-feedillg
を 差 〔.控 え ぐ い る1ご 二う も あ る の て 、III.く 自 学 自 習 し/)態度 を.身 に つ け て ほ し い
f
科 日 名:生 命 科"}知(医 学 科・第1学i{浦 鵬D




匿 憺 丁鳴 讐
膿 πドli∵聾 」17













今 年 も昨 年 同 様 尺変厳 しい 評 仙1を ド され た
多し・二と/);1【i二trし・オニ.し カ・し 、
角牟し 山ぐし・'.,六二ら彗勿王里も糸吉窄博lrl「自 力・',r二て〒rr」
1も',と や さLく 」 との 要 望 に 答 牙 る た め 、';Th'6k講 義 内 容 を 尺幅 に減 らし た.そ の結 果、交 流 分 野(雷
磁 気)を/1:F.に 外 さ ざ る を 得 な か っ た.で ン ヒー ゲ ン スの 基 本 概 念 を 知 らな い学 生 が 巣 ・kって 行 くこ とに
な る1一 か し 、評 価 を 見 る と努 力 は さ っ け り報 わ れ て い な い.特 に 問10の 結 果 で は 約 半 数 の 学 生 が ト分理
解 で き てい な い 、 今後 は も・.・とや さ しい 本を教 科 書 にす る な ど改 善 を 試 み た い.2年 後 の 平 成18年 度 に は
高校 び痢 注 い指 導 要 領 で 学 ん で き た,.._が 八学Lて くる 講 義 内fr.与 法 の 改 善 に向 け た さ ら な る 検 討 を
し.なけ れ ば な らな し・と 考え て い る.ま た,現 行 の カ リキ.■ラ ム は 、 開 講 時 期 が 一時 期 チ ュー一トリア ル な ど
と平 行L.凋8コ マi一い っ た超 過 密 に な ・.・て い る時 期 が あ る の で 、 自己 学ilイしに く くな っ て い る 二と も原
因 の ・つ と考 え られ る..カ リキ コ ラム の 見直 し も改i蘇に 向 け て重 要 な ホ イ ン トの 一 つ で あ ろ う、
生物科学n・ トーヴ 律 一 々一 谷 本 光 穂
自 由 記 載 覧 を読 む と、1物 理 は 難 しい1と い う表 現 が 非 常 に
な か に は 「生物 選 択 だ っ た の で 初 め は ビ ミ ョー でLた け ど、 ち ゃん と理
とい う コ メン トをyLつ け 、 慰 め られ る思 い も しt二.昨 年度 の
11一
科 口名:生 命科学m(医 学 科第1学 年前期)
履 修者数90配 付数:9〔 〕 回収数:84回1i叉 率93.3%





問(i 問7 問8 問9 問1〔〕
J.J
問11 問 ユ2 問13
3.79 :3.:3 4.0 3.J 4.1 13・7 J.7 3』






生 命 科 学IIIの 授 業 内 容 は 、 コ ン ヒ ュ ・一一ケ リ テ ラ シ ー1.統 計 学 の/ll歩 を 学 ぶ.
B組 の2ク ラ ス に 分 け 、A維 が コ ン ピ コ ー ケ リ テ ラ シ ・一を 受 け'て い る.と き は 、
る と い う よ う にL.て 、 押 当 教 員 に は 負 押 増 」 な る が 、 週2回 の 授 業 を 展 開 し た
し・う 言平で而(ノ).r頁匿で博 よ、2.(i,・ ↓.3,3.9、
口乍行舛 こ上七!く 柚べ立嵩1二f氏 し・し/)}工 と う 角挙零尺 し プニ らrし ・(ノ.)て「Xろκ)う カ ・
リ/一 ラ シ ー て弓‡4ゆ1司 レ ォく一 ト を 提1昌L汽 コ トオし1『土ノにら ノ£4・
1口1に 角甲?琴 伊可を')1ナ ーζ 込く去1卜1肴る と し・う 手受 裳 汁訂懲 にLる もJ♪ 』∴恩 オ♪オ{る
4.0、3.9、4.1と1し ・う 言・ド価 オにびつ一(で ・14乱、:(ノ)「亨・Fで而 右ご受;ナ λ二't二∫レラメこビノオしジて}
3.5、3.7、;3.4、3.7と し・う 言'FTdliノ£v)『 で,7Z=儀1人J"rrl
価 」 と い う 評 価 の 項 は 、3.7な の で 一'応 のli'ii価 を 受 け た ヒ思 わ オ1る
生6副!〕 ∫・IIIコ ・一デ 儲 一 〃 一 山 内 一 也
二 と に 澄)る ク ラ ス をA刷L,
t,糸 ト揺Tt糸汽㍉.11・ジ}ζ:(ノ月受 業一4ゴ'受iす
㌧砺 為こ六二 白!才i二 〆)し ・『c1.ピ
3.3≧ い う 評f曲 で,右)る カ ＼ 問1の 事1}llに.F・ 習Lま し た か と い う 評 価 力三
1叶1ノ「暫)伏 ～兄 び)ロ十三f[lllカ㍉1幽Jiし・し「)1よ、 コ ン ヒ.i.一 夕
一
.」,統{学 の 授 業 で は 、 毎 回1ト テ ス ト を 行 し、次
「fこ1・illr謹戸1セ」 ヒ し・うli平f耐iしノ)」ド1-C4よ
,3.7、
「f:卜llF八」'容」 ピ し・う 言・ドイdli〔ノ)」'貞冒ぐ=i}二
、:3.7、
二 も ・F)・!;Li'一 ↓ミノr_'lkr[らづ㍉Z■ 屡 力『慢ウ)るtう 一CFウ)る1糸 徐r}訓4
一 一 _J
科 目 名:社 会 医 学 基 礎III(医 学 科 第2学 年 前 期)


















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 胎1蝉 鵬m]T{ 、一ケ_田 中 剛
本 科 目で は 「医 療 コ ミr・ニ ケー一シ ョン論 」 を 展 開Lて い ま す 評 点 か らLrl」断Lて 、 関 連 領 城 か ち岐 にわ
た るた め 受 講 占`には 負担 感 力玉あ ・.,たの か も しれ 主 せ.ん 本 科 目の 最 斥冬日標 は 医 療 情 剰昆学 対 ノ＼コ ミコニ ケー
シ ョン ス キ ル 、oSCEを 貫 く横 軸 に な る.二と です が 、現 段 階 でrコ ア ・カ リに う たわ れ で い る 「患 肖111
心 型」が 医療 面 接 の 現 場 で との よ うな 波 及 効果 を もつ に 至 り て い る の か を 、 「医 師 一患 占欄 係 の コ ミ・Lニケー
シ ョン論hと い う枠 組 み で 講iしる 二1一に重 点 が お か れ て い ま「㌃幽
来 年一度 に 向 け て の 改 善 策 と して は 、 講 義 で 使 用 す る英 ζ ・和 吏教 材 の 水 準 とテ ー マ 関 連 性 に つ い1二再 検
討 す る こ と、90各 を越 え る受 講 者 を 前 に し て もな おi討 論 の 時 間 」 を 導 入す る 二 とT一 マ ニ1二、 ゲノレー
プ 別 に 課 題 レポ ー トを 酢か せ 、 何 度 も 虻章 チ ェ ッ ケを す る 二1一な ビで す 一 これ ら を コ ン パ ク トな1溝義 形態
で 実 行 ナ る計 両 で す.
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科[名:生 命 科 学V皿(医 学 科 第2学 年 前 則D
履 修 者'数:91配 付 数:89回 収 数:89回 収 率:1〔}〔〕.〔〕%
*li平 価 結 果('},p`J)
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3.7
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト'1 τ命伴 湘 コ
T律 一 ター 谷 ロ 隆 信
生 命 科学 剛 は 昨 年 度 の ス タTル を踏 襲 し、 代謝 の 基 本 的 な 部 分 に な り ます † な 御 意 見は2つ で先 ず 、
難 解 で あ る が 最 も 多 く(8/16)、7欠 が フ リン トσ)フォ ン トが 小 さ くて 見LP}し・C1/16)で した 後 茜♂)〃
は ト褐 虫改tr,し た い と存 じ ます,難 易度 に 一.)いて 、 確 か に ・昌』前 に は3年 生 か1=)始 まっ てい た 内 容 です が 、
国 家 試験 のlll期 実/ノ徊やCBT/oSCE試 験 導 人に 向 け て カ リキ ュ ラ ムi淋 が 前 倒Lに な,,て い る現 状 に
は御 理 解 を 頃 き た い ピ仔 じ 雲す 講 師 とし 裳Lて は 医 学 的 に重 要 な ポ イン トに は メ リハ リを 付 け 分か りや
す い解 説 を 心 が け た い とfr・二し:ます 一方,医 学 知 識 は 日 々拡 大L社 会 的 要 請 も高 ま ・・て い る とい う現 状 を
理 解 し、21世 紀 の 医師 を 志 す 学 生諸 氏 にcx、 難 解 な 課 題 に取 り紐 み 白 ら進 ん で勉 強 す る と い う学 究 的 姿 勢
も身 に つ け て 頂 く必 要 が,←)るとrf:し ます,
一 一 一 …1
1
科 目 名:生 命 科 学IX(医 学 科 第2学 年 前 期)
ノ復イ{～千数:91凸 己イ寸数:89[口111～{姿 文:86卜111bく 率:96.6qも
*評 価 結 果 い団 ノ)
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一一 一一





3.3 3.9 3.8 3.z 3.7 3.6
一 一
3,513.7 3.6 3.G 3.5
問14問15問16間17問18
3.fi
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 生 命科学lx
コ_デff・_ケ_高 井 章
● 担 当 教 員の 講i義の進 め 与に関 『弓隔る設 闇 で あ る 問5-11U14が'ド 均3.6ポ イン トとな っ た こ とか ら、 全 体 と
し て、 本 実 習 科 口が 一 定 水 準 の 成 果 を収 め た と学 生 に 評価 され た もの と考 え られ る、
● た だ 、だ い た い 同 し 口程 と講 義 範 囲 で 実施Lた 昨 年 度 の 本科 口の/ろ均 ホTン トが4.2と い う高 値 だ っ た
の に 比 べ る と 見劣 りが す る こ とは 否 め な い .特 に 問10が3.3ホTン トで あ ・一)たの が 目立 ち.全 体 とLで
講 義 の 内 容 が わ か り に く い とい う印 象 を与 え たkう で あ る 本 形 式 に よ る 講義 の 初 年 度 で あ ・一)た昨 年
の 「好 成 績 」 に 気 を 許Lて 、 やや 散 漫 冗 長 に 流 れ た とい う よ うな こ と は な か っ た だ ろ うか 、 教 員側 と
Lて は 、 反 省点 の 残 る と こ ろ で あ る
● 「自山 記 載 覧1に 書 か れ た意 見の う ち 、学 習 内 容 の 分量 の 多さ、 講 義 テ ー マ の 偏 り、講 義 内 容 と試験 出
題 内 容 のTく ・致 な どに 関 す る もの が 口 立り たE記 の 反 省点 との 関 連 にお い て 、 来 年 度 の 講 義 にー か
Lて い く必 要 が あ る
13一
科 日名:生 命科学X(医 学 科第2学 年前 期)












X1.013.313.8 3.5 3.7 3.9 3.7 3.8 3.7
一
llll間陥 　 「
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 生 命科学x
」一 ア 伴 一 ノー 若 宮 伸 隆
免疫 学 の 講 義 を 大 変 革 し て;3年 目 にな り、 各教 員の 準 備 が'終っ た反 面,新 鮮 味 が 薄 れ た の か 、 昨 年 よ り
履 修 目的 達 成(評 価.')→3.7)や 総 合的 満}1玉度(1.1→;3,7)が 若r低 ドLて い る、 学 生 か らの 注 虻と し て
は,「 複 数教 員に よ る講 義 の た め に 、重 複 す る講 義 が あ る?1と い う指 摘 を受 け た.学 生 に とっ て は 、初 め
て の 複 数 教 員 に 虹る講 義 の た め に で た 下満 で あ る と即 象 を 受 け11二が,衆 年 は 再 度 、講 義 順 の 変 更 もr靭 ♪て 、
重 複 を防 ぐた め の 調 整 を教 員間 で 行 う予 定 で あ る
衷 た 、 昨 年 要望 の で た,講 義 の は じめ に 免疫 学 概 論 の 時 間 を増 ぺ'した の は、 概 ね 好 評 でr一
担 当 貞任 κ と し て は,生 化 学 ・分f生 物 学 ・遺IZI学 な ビを 包括 す る 総 一,科学 で あ る 免 疫 学 の 面 白 さ を学
生 諸 君 に感 して い た だ!tれ ば ピ願 っ てい る
「 1
科1!名:生 命 科 学XI(医 学 科 第2学 年 前 期)
履 修 者 数91配 付 数:f)1回 収 数:88回 収 率:96.7%
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1
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 郭 副 学XI
・t-i梓 一 ケー 田 中 邦 雄
本 科 目 は 今 年 で2年 目に な っ た が,総 合評 価 は3.6ヒ 昨 年 ヒほ ぼ 同 様 で あ'一・た 「
評 価 内 容 を 詳 細 に 見る と,ま ず 学 生IPI身 の 評 価 と して 、 出 席 状 況以 外 で はfう1/ll.復 習 は3.1,3.2と 低 め
で は あ っ た が講 義 の 山 席 率 は 高 く.熱 心 に聴 い て い る,./fも 多か っ た 科 口構 成 に 関 す る 問5一 問8の 評
点 が3.6-LOで あ り、 本 科 日 を'r?ICIし た 狙 い は理 解 され て い る と考 え ろ.科ii内 容 に'.,い てcr..問10の 理
解 の しや す さ が;..3と 他 の 項 目に 比 べ て最 も低 い 評 価 で あ っ た まr.,意 見記 載 覧 に も内 容 が 難Lく 、理 解
しず ら い と の 意 見が 何 件 か 見 られ た 物 珊 ・工 学 的 内容 が 多 く、 また1理 学 や 解 剖 学 な どの)191L31111とい う
こ と も関 係 して い る もの と考 え られ る.し か し.試 験 が難 し い との意yLが あ る もの の 成 績 は 馳F均76点 と 令
体 的 に 良 好 で あ った.ま た 、総 合評 仙 も ・ド均3.6で は あ るが 学:生の 半数 以Lは ・1以 トを っ け て い る 二とか ら,
まず まず の 結 果 と考 え る.引 き続 き評 価 の 向 上 を 日指 して 努 ノJLて い き た い
一ll一
可
科N名:臨 床医学概論1(医 学科第3学 年前期)
履修者数99配 付数:98回 収数:97回 収率:99.〔 〕%
*冒 ・1るイ面 糸吉 果(・1んt-'J)
問12問1 問2
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 臨床 医学 概論1
コ_ゲ で≧.一タ..近 藤 均
この 科 目 は ・ド成14年 度 か ら の い わ ゆ ろ 「新 ・新 カ リキ コ、ラム 」で 初 め て設 け られ 、 本 年 度 が 初 め て の 開
講 で あ る.卸5コ マ の うち,山 田 貞彦 教 授 を は じ め とす る健 康 科学 講 座 の ス タ ッフ が8コ マ 、 塩 野 副 学 長
(法 医 学)が2コ マ 、 残 り5コ マ を コー デ ィネー ター で あ る 筆 者(歴 史 ・哲 学)が 担iLた 一 勾容 は 、モ
デ ル ・コ ア の ガ イ ド ブッ クに あ ろ 「A.某 本 事項 」 の 発展 的 な部 分 お よひ 「F.医 学 ・医 療 と社 会 」 の 基
礎 的 な 部 分 に準 拠Lて い る ・見、 「臨床 医 学 概 論 」 ヒい う看 板 とは 齪 齢 ナ ろ よ うなt題 も盛 り込 ん で あ る
が 、 キー ワー ドは 、 臨 床 現 場 に お い て 要 請 され る 医師 の 「倫 理1-Cあ る 、 お そ ら くは 、 内 容 が 多岐 に わ た
り,Lか{,ス ケ ッ フのT・慣 れ や 意 思 不 統 一・も あ 一・た た め で あ ろ うが 、評 仙 は さほ と 高 くな か',た 、
白 由記 載 欄 に1/Lら オした学 生 の † な批 判 自く」意 見 とLて は 、1「 臨 床 医 学 序 論1と の 違 い が 明 硲 で な い ⑭
教 員の 間 で(難 易度 に)～!iが あ り た3内 容 の 重 複 が 多 セ 見 られ た1テ ス トが 難 しか っ た …5以 ラ イ ド
が わ か りに くか ・・た 以Lがi・ た 来年1斐にglljけて 、 内容 も形 式 も大111吊に111検 討 して い き た い
[===二 皿一 一
1
科1レ名:臨 床 医学序論(医 学 科第3学 年前期)
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 臨劇 貯1輪 コ、づff_ケ ー 奥 村 利 勝
出 席 率 の 高 さ(4.6)以 外 は 軒 並 み3.〔〕-3,5と 決 して満 足 で き る もの で は な か'一・た.
二の 大 き な原 因 は 学 生 か らの コ メン トに も 多数 み られ たLう に 、他 の ・連 の講 義(医 学 概tQIIIH{.医療 情 報)
との 重 複 す る 内 容 が 多か ・一,たこ とが 挙 げ られ る と考 え られ る 今 年 の 医 学 科3年 生 か ら新 規 に 開講 され た
臨 床 医 学 序 論 は 、 そ の 押 当す る 内 容 を い わ ゆ る臓 器 別 系 統 講 義 とは 異 な'一・た 臨 床 医学 総 論 を意 識 して 各15
コマ の 講 義 を構 成 し たが 、 医 学 概 論 な と と重 複 し た 部 分は 今 後 、 お 互 い に 調 整 し重 複 を さ け る こ とが 緊 急
課 題 とLて 挙 げ られ る,総 括 的 に 見る と改 善 の 余地 は ま だ ま だ 残 され て い るが 、 講 義 の 一 つ 一・っ を考 えれ
ば,黒 田/G/"長 の 「医 の 倫理 』 に関 す る 講 義 は学 生 か ら 尺好 評 で あ'⊃た 二と も忘 れ て は い け な い 。 い い所
ぱ 残 し、悪 い点 は 改 善 す るh向 で 次 年 度 か らの 講 義 の 編 成 を再 構 築 す る、
15
科 目名:医 療情 報学(医 学科第3学 年前 期)
履修 者数99配 付数:97回 収数:96回 収率:99.〔 〕%
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 医療情幸貯 コー デ 伴 一 ・一・ 廣 川 博 之
医 療 情 報学 は 乍 年度 か ら始 ま っ た 科 口 で 、7)医 療 情 報 に 関 ず る集 礎 理 論 、2)医 療 情 報 管 理 シ ス テ ム 、
3)医 療 経 済 、4)医 療 情 報 の 社 会Pモ学 へ の 応 用 の4つ の テ ー ス'構成 した 、 二れ らは い ず れ も医療 情 報 学
で扱 う 重 要な 領1或で あ るが 、 学 生諸 君 か ら 内容 が 難 しす ぎろ 、 焦 点 が絞 られ て い な い,と い っ た指 摘 を い
た だ い た.、医療 情 報 学 そ の もの 力噺 し くて き た 学 問 で あ り、授 業 の時 期 も臨 床 医'』1∫二を 学 ぶ 前 で あ る た め 、
理 解Lが た い 面 が あ,,た か と思 わ れ る ま た 、 内 容 が 一部 重 複 し て い る とい う指 摘 や 、 カ ル テ のr拝さ方 を
、溝義 し一ぐρましし・ピし・う要 亡07i=.も々)ズ,六二.
/}回 の 評 価 結 辱之を 参 考 に
,来 年 度 の 授vv一内容 を改 善 す る 予定 で あ る.
C.一
一二=コ
科 目 名:臓 器 別 ・系 別 講 議1(医 学 禾1・第3学 年 前 期)
1禅fl峯者 数99西 己Tr数:99「 司1{又数:991]llト く'幸く100.O°u
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 臓器1弓ll・剰 膳 議 レ 」一 デf-f一 ケー 菊 池 健 次 郎
新 ヤカ リキ ュラム に 従 い 、 本 年 度 か ら始 ま'.♪た 臓 器 別 ・系 別 の 最 初 の 講 義 で あ ろ,1盾 環 器 ・r吸 器 に関
わ る1ゼ ぐの 内 容 を盛 り込 む 形 で カ リキ コ.ラム を編 成 した が 、学 生 の 反 応 を 見 る と内 容 が 広 範 ・膨 大 で あ り、
授'{i':のフ 小 ロ… に 困 難 を 感 し る意 見が 少 な か らず あ っ た.臨 床 講 義 昌目始 直 後 に 循礫 器 ・呼 吸 器 に関 す る1こ
て の理 解 を求 め る講 義 が連 口続 くの は 、確 か に ハ ・一ドで あ'./,_と 思 う.以 前 は2年 間 か け て じ っ く り教 え
て い た もの を,:3～4ヶ 月 で90コ マ に 集 中す る の で 、講 義 す る 先生 与に もか な り戸 惑 いが み られ,特 に 多
忙 な 診 療 ・-F術 ・出 張 ・研 究 活 動 の 中 で、 皆 さん ス ケ ジ コ.一ル調 整 に 呂:心し て い た だ い た、 結 果 とLて:11141.IIYY
義 ス ケ ジ ュー ル の 変 更 を 余 儀 な ・くされ 、 各 論 と総 論 が 逆 の 順 番 に な る な ど,学 生 には 申 し訳 な い 而 もあ ・.・
た、 多くの 学 牛 の 意 見は,も.,と 時 間 をか け て 欲 しいt.い うもの で あ っ たが 、 カ リキ ・ピラム ヒは 二れ が 精
・杯 か と思 わ れ る 講 義 内 容 の 改 蒜 を 求 め る 意 見は 、 各担 当 者 に フ ィー ドバ ッ クし て検 刮 して い た だ く 二
と とLた 、 そ の 意 咲 で は,全 授 業 に 対Lて 、 各担 当 者 に 逐 一 貝体 的 な 指 摘 がb∫能 とな る評 価 シ ステ ムが 求
め られ る♂)では な い だ ろ うか .
一16一
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科 目名:臓 器別 ・系別講義IV(医 学科第3学 年前期)
履修 昔数99配 付数:99回 収数:96回 収率:97.0%
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 臓器別 ・剰1構 義工V・コー デ 伴 一 ター 葛 西 眞 一
臓 器 別 ・系 別 講 義IVは 消 化 器 病 学 の 診断 と治 療T¥体 に つ い て、 主 に 第=内 科 、 第 一モ内 科,第 「 外 科 が 担
'11Lて 第3学 年 前期 に 集 中Lて 行 わ れ る
一 内 科 と 外科 が極 力 重 複 しな い 様 一」二長 した が 、3.6～3.9ポ イン ト
の構 成 評 価 は 良 か'・たの て は な い か.ま た 、 集中 的 に 同 一 主題 が講 義 され る の で 一 膨Xな 肚 に もか か わ ら
ず3〆1M.0ホTン トの 内 容 評 価 は 含格,点で あ ろ う 試 験 ま て の 期 間 が 短 い こ とや 、 多量 ♂)問題 数 に 戸 惑 い
と 多少 の 不 満 が あ る様 で,最 高 点81点 、'ド均 点68点 、60点'く 満 が11ノ＼とい う結 果 も それ を 鬼づ け る と思 わ
れ るが,国 試 の 尺変 さ を思 え ば 、 い:k少Lの 自 己 努 力 が 必 唆 で は な い だ ろ うか.
「 一__コ
i
科 目 名:総 合 臨 床 医 学IV(医 学 科 第4学 年 前 期)





















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 総 舗 品床 医学lvコ .、デrネ,,,,.藤 枝 憲 二
総rセ臨 床 医 学lvは 代 再射 ・内 分 泌 ・免疫 ・腎 ・泌 尿 器 とい ・=・た 広範 囲 の 内 容 を 、 内 科 学 、 小 児科 学 、泌 尿
器学 の 各視 点 か ら系 統 的 に学 習 す る 二 と を ト拍{」と し て設 定 され た コー スて あ る、 広 範 囲 の 授 業 内 容 で あ る
に も関 わ らず 、 内容 は よ く 、 ま た わ か りや す か'.・た とす る 意 見が 多 く、 講aeを 担 当 し た もの の 熱 意 と コー
スの 意 図 がi一分 に理 角早され た もの と判 断 され る 一 コ メン トに 、 試 験 問題 が 難 し い 、 ま た授 業i内容 よ り細 か
い 試験 問 題 が あ ・・た との 指 摘 がみ られ た しか しな が ら 自学 自習 を問 う点 が2.9点 と低 く、試 験 問 題 が 例 年
に比 べ 難 しい もの で は な い に も関 わ らず 試験 の 平均 点 が64点 と余 りよ くな か った こ とは 、学 生 へ の メ ッセ ー一
ジ に もあ る よ うに授 業 そ の も の は 学 習 す べ き事 項 を提 示 す る に と ど ま る もの で あ る こ と 、 また 国 家 試 験 合
格 の み をrl的 と し た授 業 で は な く将 斗(にわ た り有 益 な情 報 を伝 え る こ と を主 眼 と して い る こ と を理 解 し、
よ り ・層 の 自学 自習 が 必 要 と され る こと をNi:確 認 し て ほLい,た だ し一 部 履 修 主 題 につ い て 時 問 的 制 約 が
み られ る 二と 、 ま た授 業 内 容 の難 易度 に差 が 、アみられ た との 指摘 が あ る こ とか ら今 後 当 コー ス にお け る 各 履
ll3科iの 配 分 につ い て の 見 直 し、 授 業 手 法 に つ い て事 前 の 打 ら合せ も必 要 で あ る と感 じた 「
17一






4,(1 }・1 .0 1瓢 「1呈1～珪 閉1、副理旨!
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
,1謡1諌 医 デ・v=,づ 浮 …...吉 田 晃 敏
X4'3ヂ亨」tt勇占1乃{1♪ノミバ}∫:＼'『(7'Gr,1.一=iノ 、」イニ十,F餌 き∈[1.ちケ1一干こi・、t[了 千こ1・ll}rノじケ1一干=1・し_[「 鼻 イ…こト、itLIイ:こ 毛,目 艮 千こトしノ)(う干三:i・7)～、 そ=オ1、そ オL/
2、5、2、9、6.G一 コーこ を'言笛..=.{鮭!学 生 しり 評 価 は ・1.〔前 後 τこ好 評 で,.与)'.,ブ ニカ～、 ウ・ て【ノ)科 ・.で1,静宇達L.て し・
る た め,令 体 と し て4)噴.と 〆貢 り に 欠 け.ぐ い る 科 「1て ーあ り 、 ま た 科 にr_'・ て'は 講 蓄,「勺容 に 岨 複 が あ ・、た 、=.と
カ～1'旨者害iさ オし!、五 、=(ノ),1、「〔ろ「来ll:F宴IG工r!気 ε昏L./『 二し、1浄 看=1・1寸.雪乏'L;二 、lll彦義[ノ1'≠弄{二1同U樗ミ/戸 も て二`/).L・);二.rノ こL冒 こ'a3
レ)、 ・そ曽」)iiiI毒 を5ま、'』}ζ=ノliび).}}三窄括pl_二」隻 し、、,」丸馬命b隻 糸貞1二 諾、r之ロリそし.-Cし 、ノ■二5.:,「巴1、←うiEr尋 ξII式馬灸 一〔』li～…・、乏し、11¥1昌1.『7'多・く らノ♪つ}
野 か ら%く の 問 題 が 出 さ オしる.忘 れ か け て し・た 尺-学 入 試 に お1.ト る7ヒ … デ ィ な 設R「1に 対 す るfyi答 ノ・:・、 も う




不㍉・口 名:1'念r至 臣llllワ.長[与ま'剛}∠:Vl(「 醍'1テ:r・ 写11・1'1}∠:歪γ・1殉H01)





*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
軌 鵡 劇 ・学¥'1、_テ 伴.・ ・.一 油 野 民 雄
マ康合'臣話冴ミ['∫乏'学Vllir=h† 中r申宗歪系ミ=疾、患♂)后jl*J、 リド」〕'」婁、 計ヶ1匂i.才台:療注」‡≧こ外」㌦f菱ノ£ と ろごラ=一 巳マ;こ 、:彩 一一1勺季斗・,・」・
♂ノ己禾斗、 右f71「申不斗、FI[蛸ド申糸奪…外 イ…羊、 右気脅す線 看千〔ノ〕各 、請賢1べ径力'ミ雀疑'覧し.た.二 しノ・コ ・一'茨び.ノ犀封,題,・∴くζ..r、料㌧客申テ申吊雪ミヴ交1,琶三びノ戸f:戸り
'菜一で}t差 にし叫二 竜
,41リオ)ら ずこ方隻身寸帝泉医"}ぐ扇薄盾:4)教 十妥・一⊂ 諾,コ ー.一テ1f才1一 イ7-一を 一.つと 占ムノよ冥ナオ1}t:オcら ノCし、二 と・、.き
ら に 各1講i座 担 当 ヴ)総 コ マ 数 を 旧 カ リ キ.■ ラ ノ、時 代4)コ ーマ{Y.二.一一.一致 さ せ るLの 前 提 で 設 定 され/.=た め に 、 一二
の コ ー ス で は 直 接 関 係 の 無 し・放 射 線 医 学=関 連 【ノ珪ズ 裳 が 牧 コ マ 辛lL.互入 れ.ら ね.る.二 と に な.た(学 ノ⊥三‡、り,二
の 点 に 閲L一 ぐ改 善 を 求 め る 声 が .多か り た).こ と':.奈が あ げ ら れ た.二1ノ)kう な 閃 題 力 あ る 二 と を 自 ザ:Lな が
ら 、 何 ら抜 一本 的 な 改 並}策 を 講.じ る 二i.な く 、3{ド 間 コ ー一デfネ ー 々 一一を'.・i-～ゐて き た が 、 得 ら オした 訓・佃iけ
し・ず れ、び.).[自月 と も,3点 台 で ゑ・り 、 正i角'し・一..・てTけン セL.で し・る..二 ・わ精 業申伸 経fl貞」或 プ}統ii　 弓 拐よ今 年 度 て 終
了 す る が 、.来 年 度 ほ 新 た な 』装 い の も,ヒ に.† 斤'カ1iキ ェ ラ ムLLて}す る{を の な か に 放 」村 線it.学 講 座
も まきカローづ』7)カ～.料 ㌻†中ド中巧了i倉頁.i:貢セし/}1由汀奪、iケi.1二斤.ヒ与気〔封浮泉ナ台」尻ξ;二隙ミ"上∫し.一で壬日.'⊥i-」』る 二t;二7t↓⊃/}.L.!土 カ ー・』i⊂.籾1ノフ





科 目 名:人 間 科 学1(召 護 学 科 第1学 年 前 期)
/1蔓で1茎者謎攻60酉 己/・1●数:60回 月又毒文:60回1i叉 率10〔 〕.0%)
*評 価結 果(平 均)
問11 問12
4.4














*評 価 に 対 す る コ メ ン ト ノ澗 科学1
,トづ イネ_ケ_林 要 喜 知
科 日構 成 や 内容 、 お よび 総 合評 価 に 対ナ る'r=1.評 価 は 、ド均4.04で あ り、 数 字 的 に は概 ね 納 得 で きる 評 価
だ ろ う、,これ ら のrh目 の 中 で学 生 が 高 く評 価 した 点 は 、 問12の 「科 口 令体 が 学 習 意 欲 を ます もの で あ ・・た
か」(評 価 点4.の で あ'・たが 、逆 に 、 問9の 「各履 修 課 題 の 難 易度 は 」虚切 で 濠)ったか1に つ い て は 、3。
7と や や 厳 しい採 点 で あ ・・た、,これ は 、一三教 員 に よる オ ム ニ バ ス 乃式 の マ イナ ス面 を学 生 が 感 じた た め か
も しれ な い、 今 後 、 各教 員間 の教 育 内 容 に 整 合性 を持 た ぜつ つ,統 一一・的 な 内 容 に 改 め て い くぺ きで あ る と
反 省 し て い る 一 ナァ、 こ の授 業 科 目が 始 衷/♪て3年 に な るが 、 問1や4に 関 す る 「受 講 前 後 の 学 生1'1身 に
よ る学 習 姿 勢1は 、 な か な か 改 善 され な い.即 ち 、学 牛 が 、 ∫・習 や 復 習 に時 間 を あ ま り割 い て い な い こ と
で あ る,講 義 内 容 に 対 す る意 欲 や興 味 を 育 む だ け で な く、適 度 な 緊 張 を も'・た教 育 内 容 に改 善 す る こ と で 、
学 生 の 自 ド性 を 促 す 講 義 を展 開 し て い きた い と 考え て い る 同 時 に 、 補 習 授 業 の 開 講 や オ フ ィス ア ワー の
活 川 等 に1、り,講 義 期間 中 の 疑 問 べ'質問 に きめ 細 か く応 え る体 制 整 備 を進 め て い る、
J
科ll名:人 間科学m(看 護学科第1学 年前 期)



















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト ノ
、間 科学11口_ア 伴.仏.谷 本 光 穂
評 価 結 果の 総 く¥¥1/均値 は3.4で あ 、,昨 年 と同 しf直で し た 、 あ ま り改 善 の 効 果 は 出 て い な い よ うです が 、
概 ね 評価 は 良 か っ た と思 い ます.こ の 科 口は物 理 と化 学 の2分 野 で構 成 され て い ます.自 由 記 載 欄 を読 ん
で 、 高校 で 物 理 や 化 学 を 履 修 して い な い 学 生 に は 少 々重 荷 だ っ た よ うで す が 、 両 分 野 と も概 ね 良 い印 象 を
持'一・て い る 仁うで した1,関 連 す る 人間 科 学 実習(後 期 開 講)を 履 修 す る こ とに よ り、 さ らに これ 等 の 分 野
の 矢1職、 考 え 与を身 に つ け て も らい た い と思 い ま す 今 後,講 義 内 容 や 方法 を 史に 改 善 して わ か りや す い













































ウ:前 に 配 付}オ1.ノ.:一資 料 る諦 畳註 適 漫 一1'・・11・=ヨ晴dまL.た か
実.習(.演 ・呂イ)に.篤 ・回 出 席1.まi..た か.
実 ・習 〔演 　i.'11)に 樹.亟 的 カー・一.)真面 目 に 』効 「ll..戯 た か
実 ・i「・,「〔演.i,「)の1]的 は 履!1矧1項.＼ ・ガ..r々1.二 『.ノ、で111雁 に 示ML./コ た か
実 一'll・ll(演・1「・'rl目.Ll.3お.:ね・わ 『7、ケ ジ コ ・.ノしにli幽1-..1..:;.臼=わオに長1た か
学'1.激 にk/'1、..・.指 噂/.1回!.κ 激 け滴 切 で し ノ.二か
指'.歴1い 諸.ll..御 ザ ・'.11㌃尊.能 ノ.1を備 窄1〔 い す北 た が
指 尊 担 当 剤 弄1レ.述 携 出i}fl切..二'L.た か
』些'1;1
hiG寅 ・茜ヨ1・1・「勺∵?11、 「判;申 ・;一..:ね請 詳4:レ目 ・ノ}1.勺'≠ギ∵.ゴ始!「砧:;ゲモとオ1丁 し・す1.た.力
・手i:痔↑丁:「繭Lしf・髭、}{オし,汁二㌔f屠…:}li、'ち:涯レイT(～誕{旋1・㍉τ)・δ♪:i登三・V}て,1..「1こ「子'老.、【/:.r「)注こ1ノ「=カL
実:・習(演ii・ ヲ)に!一.・ 、:1技硫'る.■ ン1♪に 吉,1得す る 二}てが.で き 寸烈 た ノい
r..し11
1ロ 演 ・iレ,1』}内容 の 難 易1鰍.御;胆'.`L.た.か.
,浬 坤 ノ「提 出 ・'吻(L.ホ..一.ト なtつ の 早.・や 内'～ボけjl鍬 りで[.プ 『'.か
実 習(演.習)け 今緩 ・ハ 学 習 … り 意 欲 を/'曽 『.オ'内容 ξ1.た か
.1
::習(演.「rl・層iり用 の 設 備 ・1塾楼材 ・川.し な ど 〔:性 能 し吊 のllllC穏1・ で[一 た か
安i・ … 層・け プ:滴 切 た 指.1尊を 配 慮 が な.、ざれ て い.宝1..た か
学 生 ・.ノ.,な権:二 対'11「1る配ll、旨か ムこきれ て い ま し/:二.か
こ の 実'習(演:i;tii)はiこ:体 と し 』『ミ'満 星 で き.る も し'軍)でし た か.
5強(そ う 思 ・'〉〔11∵.ド しい)
.1や ＼㌧1、り∫ 一 」iとい)
;3り.,ら}.ゴ も 晶』舜..!ゴい(普 涌)
Oあ.虫 り.そ う,皐」、わ た い(あ ま り 良 ・.くノ.・.い)
iて 苧'・ 芋・甲一〕∫1ヒ覧.1..}/L、し、`卜 実:ノ う』きし、)
　
料 目 名:生 命f:1'』;舵 習i(.ヒ'::学 目・第 ド;!'年 前Gl71)
履1i`{・ 数:89配1揮.'S7回 収.増.S7回 収 率 ・川.〔[1㌧
*評 価 結ill、 い}."1分)
L瓢隠..1鴇一拠⊥ 絆lll.-1鋭1[鴨.{.割響.礎1膿 憎lll
I.　,1..一糊 ・[1呵塾1:卿1.i
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 秘
.用 一 習 陰 ・ 詫,,.上 口 勇 次 郎
生 命 科 学'.i_'i"ilけ,陀 瞥!.'1〕'・.'1コ、学[..⊂ 「∫1ン裡 コ1.抽 組}∫'一柳 ・,lf:ト.ll.1=、.ぞ・.・後 に1」1欄.tる 〆1愉fこi学 実 一}1'・1
ロ
L[..一.vの ノ＼門 ・・....『妖.、 娠1,'」 ∫'.'1[・hm.7.評![r..召.i:,1牌 一 問2)セ 周'd)r,的 か ・噴:[酬L'・L千 、1」i1(問:i)が ・笥
し、6」[乏f吊i!,'・.,/:一=_r'),1,1叉1}.'L}ご:'1こL'「)「Llで負..1π ノ!j.1.3iタ.:1',享 セζ.～」.:「.〔∫で.,「脅i.lrl平f[11i↑ 丁「し、〈 「仁 ノ.=.,f・il～rlノウ』」fこ[.〆 ・卜
.Lし 、・う ド1し.上ノ叉』省、(　 昌」1>4.、.そ.し ノノ～ゴ.}.≧;i一二7、 τ、.'♪.L「r::こ一望ケilj{1UI,そ・～々 日f・1∫:二.i商ヒリデ.↓}.1「旨ね導.誓ごfゴr-}}う!を1～1}1.1差自k.一・右)そ,.'王 て
　1・lrlll画 一.ヒ.r,内 拓'.{士 竜 な!・ 教 昌 側 ・hl.』}紳rl醐4.・..11「.'唖.=`け 、ll質1}⊥11r牒 に 学'レ',評f[励1;瑠1励
高 ∴,隔 ㍉1・1価 こー.L背 い 淵'点 た ・た:＼.、!酵.い ・Σ凶 蹴1善 を・承 わ.一,気.K,1fi;的 に は 現1]=L'疾 剖:熊 ろゴ
続 け るr定 で..{・凸 問9..⊂ 一実 ・酬..i蹟.…`」`r祁q卍 ・【巳.・ 卜 千・「一 ゴ.引.1摘 ろ『「受 け た 〔,1:幌ピ、3.7)ill.弁 排rlr..指
摘 を'ラ1け.こ.お り 、 改 善 デ・.・.考賦 ・一一い,'.・ 苧 、r〆.1=!∵..1絵 〔.i..弔 会)七 旭1目.=.ド1窪 一.1る.一 上「に..ノド1・㌧.そ の 準 備




科 目名:生 命科学実習V(医 学科第2学 年前期)
履修者数:91配 付数:89回 収数:89回 収率100.0%
*評 価結果(平 均)
問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13
3.0 4.7 4.2 3.9 4.0 3.7 4.0 3.9 3.9 3.9 3.8 3.8 3.6
問14問15問16問17問18
3.813.813.913.813.9
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 生命科学実習vコ ーディネーター 高 橋 雅 治
学生自身についての評価では、問2(積 極的参加)と 問3(取 り組み)の 評価が高かった。実際、受講
者は熱心に実習に取 り組んでいた。-h.問1(予 習)の 評価 は低かった。これは、予習の指導が不十分
であったためであると思われる。
また、実習の計画、内容、環境についての評価はすべての項目が 「普通」から 「良い」の範囲(3.6～4.0)
であった。評価が比較的高かった項 目は、問5(ス ケジュール)と 問7(指 導能力)で あった。このこと
から、実習全体のスケジュール と指導者の準備 ・配置については適切であったように思われ る。
一方、評価の低かった項 目は、間6(指 導教員数)と 問13(レ ポー トの量)で あった。 これは、助手ポ
ス トが削減された結果、実習指導者が減少したため、および、毎回課した実験 レポー トが学生に とって大
きな負担 となっているためと思われる。従って、今後は実習指導者数の充実、および、課題 レポー トの軽
減に取 り組んでいくことが望まれ る。また、心理学系 と社会学系の評価 を分離 してほしいという記述も見
られた。今後はカリキュラム全体の改編も検討する必要があると思われる。
科 目名:生 命科学実習VI(医 学科第2学 年前期)
履修者数91配 付数91回 収数:91回 収率:100.0%
*評 価結果(平 均)
問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13
4.6 4.9 4.4 4.2 4.3 3.9 3.8 3.6 4.0 4.3 4.0 3.8 3.6
問14問15問16問17問18
3.613.213.813.713.9
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 生命科学実習VIコーディネーター 鈴 木 裕
新カ リ第3学 年前期の基礎医学実習1・ 生化学分野を、新新カリ第2学 年前期の生命科学実習VIと して
実施 して2回 目である。(旧 基礎医学実習1・ 化学実験/バ イオインフォマテイックスは生命科学実習皿と
して実施 した。)生命科学田、IXにおける生化学分野の講義が第2学 年前期 に集中す ることにあわせ、その
過程で実習を展開するものとして計画した。このもくろみは良き評価 を得、生化学 ・基礎医学に対する親
和性 と興味、理解の促進に繋がった。実習ではほ とんどの学生が自ら興味を持って積極的に取 り組み、問
題 を見つけ解決する姿勢が随所に見られ、教員側の期待 と学生の姿勢がよく一致した。 これは"あ なた自
身について"の 問1～3の 評価値(4,6(予 習),4.9(毎 回出席)、4.4(積 極的参加)に 顕著に現れていた。
問題点 として指摘 された主な2点 は、設備の性能 と量(問15、3.2)お よび指導教員間の差異(問8、3.6)
である。設備に関しては予算など困難な問題 もあるが,年 々努力 して改善 したい。また教員全員で指導方
針"学 生に密着 した丁寧な指導"を 確認 して実施 しているが、検討 ・改善 したい。 さらに詳細な実習書作
成 と均一 ・一律的指導を検討する。他方、各教員それぞれが持つ高 くユニークなポテンシャルを感 じるこ
とができた学生諸君も多 くいたことは大変喜ばしい。 これは学生諸君の高いモテイベーションにより可能
となった。今後 も高い レベルで、学生一教員の接触の場 としての実習が機能するようさらに努力 したい。
一21一
科 目 名:生 命 科 学 実 や1へ¶(医 学 科 第2学 年 前 期)
∫擾伯峯者'郷(:91西 己f寸数:9/L璽 川T《数:881口 川.ぐ蔀:96.70も
*評 価結果 いド均)
匿皆一r霧幽 堂燦馬 慌 凱聾1要竪七劉
!懸 剰二響一豊囎1
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 什
モ命科学実齢 皿、一一r伴 一.儒 ・ 伊 藤 喜 久
本 年度 も 、各担 当講 座 の 協 力 を 得 て 概 ね 皆 さん に 満 足 頂 く実 習 を実 施 で きた 事 を嬉Lく 思 っ て'お ります,
昨 年 に比 べ 予習 十 る}ノが 増 え 、 積 極 的 な 姿 勢 で実 習 に 臨 む 流 れ が 生 まれ て きて い ます.得 まの 学 生 に 対 し
て 、 教 員3-4名 で担'11す る 状 況 のlrlで 、 教 員 けLく 健 闘 努 わLて お らオ1しる と思 い 喫-.4'.こ れ か ら も教 員
同1二が 圧い に連 携 し、 さ らに 実 習 内 容 に 系 統1生を持 た せ る な ど,よ り充実Lた 実 習 の 実 現 を 目指1.て 行 き
た い と 考え ます.束 た,よ り興 味 を持'一・て 効率 的 な 実 習 が で きる よ う,講 義 や 他 の 実 習 と関 連性 を持 た せ
る 必 要がfl'り 、 新た に カ リ キ ・ラ ム編 成 の 際 に は 、 皆 さん か らの 要望 事 項 を 反 【映 さ せ て 改Illlを図 り ます.
毎 年 出 され る'眉 ・,!器具の 幌 は 、i'i'」 に は 各担 当 教 室 で ・/);(寸応 に 仁りま す が 、 蕪 年 度 の 教 育 設 備 留 ・};に
よ り改 薄 が はか られ る 二とを 期 待 し ます
L.
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科 目 名:生 命 科 学 実 習Vln(医'』}ζ:科 第2学 年 前 期)
履 修 κ数:91配 付 数87回 収 数:82回 収 ≡率194.3%
圏 囎L償葺厭1
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 生 命鶴 櫨 習 臆
・一 デ 伴 一'・一 中 村 正 雄
昨 年 度 新Lい カ リキ ・・ラ ム に 気寸応 し.て生 命科 学 実%;/111が ス ダ・一トした 、 実 習 内容 のTく整 合性(生 命 禾…1学
実 習 、 解 剖 学 実 習)に 虻寸応 す る 当 初 の 不 安 は教 員側 の 言兇明 で 学 生諸 君 に理 解 し て い た だ き 、 初 年 度 け 比 較
的 良 い 評 価 を 得 た と 考え て い る 、 実 習 内 容 も学t'-118Ylか 〔、良 い 評 価 を受 け てい た 、
今 年 度 は 経般 的 に言lll価を ドけ て い る、 特 に 評 価 を ドげ た 開6、 問8は 昨 年改 善 を 指摘 され た 指 導 教 員の
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科 目名:基 礎医学学習H(医 学科第3学 年前期)
履修 者数99配 付数:94回 収数:94回 収率:100.0%
*評 価結果(平 均)
問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13
3.9 4.7 4.5 4.1 4.1 4.0 4.2 3.9 3.9 4.3 3.8 3.7 3.3
問14問15問16問17問18
3.713.714.013.813.8
*評 価 に対 す る コ メ ン ト 基礎医学学習nコ _デ ィネーター 高 井 章
● 本科目は,か つて2年 前期に45コ マで実施 していた 「人体生理学実習」を、3年 前期に移動 し90コマ
で実施したものである。前半は生理学の教員が第一内科の教員の協力を得て従来 とほぼ同じ 「人体生




実習の進め方に関する設問である問5一間14が 平均で3.9と まずますのポイントを得たことか ら,本 実
習科 目は全体として一定水準の成果を収めたと学生に評価 されたもの と考えてよいだろ う。
問13が3.3と なっているのは,生理学実習レポー トの負荷が学生にやや重 く感 じられたものであろうが、
実習レポー トとして特に過重であったとは思われない。なお、「人体生理学実習」の部分については,
実習終r後 の試験期間に試験 を行った。「自由記入欄」に、この試験の時間的負担が大きいといい う訴
えがあった。来年度は、試験 を実習に割 り当てられた期間内に行 うことも検討したい.
同じく 「自由記入欄」に書かれた意 見の中で特に口立ったのは、「臨床医学検査の実例提示」の位置づ
けに関する学生の戸惑いである。以前の倍のコマ数 を出来るだけ充実 したものにすべく、臨床講座の
先生方には非常な御無理 を御願いし多大の御協力 を頂いたが、全90コ マとい う時間配分は、現状では
いわゆる 「マン ・パワー」の観点からも余 りに困難があるといわざるを得ない。
科 目名:基 礎 医学実習皿(医 学科第3学 年前期)
履修者数:99配 付数:94回 収数:94回 収率:100.0%
*評 価 結 果(;i;.均)
問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 間8 問9 問10 間ll 問12 問13
4.1 4.7 4.5 4.3 4.5 4.1 4.4 4.2 4.3 4.4 4.2 4.3 4.4
問14問15問16問17問18
4.214.114.214.314.3
*評 価 に対 す る コ メ ン ト 基礎医学実習ll1コ_デ ィネ_タ_牛 首 文 隆
基礎医学実習皿では、動物や標本に投与 した薬物の作用 を観察 し、得られた結果から妥当な結論を考察





えている。 しかし、なかには予想 どお りの結果を得るのが難しい実験もあり、数人の学生か らもその旨の
意見をいただいた。これに関しては、今後、内容や条件等の見直しを図っていきたく思 っている。
一23一
科[名:基 礎 医 学 学 者IIV(医 学 科 第3学 年 前 期)
鍾々fr.釜吝'.数9g酉 己f/'髪気971口 川く誕攻:95[u」li'く 二率.97.9(〕U
*「{平 佃li糸「C旨{二(ヨ 孔}∠ノ)
「驚1僅11}圭1齋「「聾モ望一
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 基 礎 医 学 学 習[v
コ,.一肩f-`'一 若 宮 伸 隆
ほ ぽ 黛 員 が 積 極 的 に 実 習 に 参 加L.(評 価4.5),実Ilt'」 翁 体 の 満 足 度 は 高9く(評 価4.1)、 実 習 の 総 合 評 価 に
お い て ほ 約8割 の 学 生 が 良 い/ソ、Lの 評 価 を し て い る 翁 体 て ほ 、昨 年 の 評 仙 ヒ比 較Lて8割/'ノ 、Lの 」'則1で,
'餐う1イi二k寸「計る'91∫:乙L言・1解面1よ
一ヒ.冒・Lで し・るf固Yi)v♪ 言平佃1i,肖1カ・ら(ノ)子#1担ILで1よ、"}∫:ノLJ)r'ilノ[1カ'㍉、 普 「・L冒 ・L六ニカ三(3.5
・3.g)、 ま だ 不1-',Tで あ り、 甲・?y{v.)実習,ll∀)配 布 ば か り で な く 、実 ・il・'il前に 簡 単 な 宿 題 をIII』 な ど 、r・習 び)た
め の 財 本策 を 検 討 し てーい る 虫 た 、 設 備 面 で6k、 安 令 対』策 とLr('、2カf「 か け て 新 規 オ ・・一ト ケ し・一 ブ 設 置
が 学 内 処 置 とLて'lfわ れ た 学 生 、う・ら 安 翁 対 策 面 は 訓え価 され た が 、 微 生.物 観 寓{の た め の)鴇'・ll`轍 胤 堵 朽
化Lて お り、 こ の 面 で の 設 備 改Jが 必 要.ピ の 意 見 も 寄1!'ら れ た 総 合 的 に み オしば 、 学 生 評 佃iか ら み て 、 微
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 脳 楚医学実習v
=t--7;r_ケ_立 野 正 敏
実 習 が 終 了 して か ら評 価 の 問 に 少 し時 間 が あ'..・た ため 、学 生 諸 了・の 記憶 が 薄 れ て き て い るか も知れ ∫長せ
ん が.ぺ 拝な点 は レ ・か1)と 記 憶 に あ りコ ズン ト 』し て現 れ て い る と思 し・ます ス ラ で ドの クオllテ ィー
で す が 、 ず っ と気 に 右ン.・一ぐい ます 全部 を.一度 に ア変 え る の は 困 難 なJ.ブで少 しず つ 新 しい も♂)に変 え て 行 二
う と思 い ます.系 統i城 あ る い は 臨 床 と連1乾 し た時 閻 力糖 れ れ ば'卜捌 三の 理 解 も深.まる と 分 か って い ます が 、
今α.)時間 割 でlU木[難 で'1-.2年 次『 基 礎1"で 系統 的 に一や り、3年 次 に 覧「某 礎 医、学:実習"で 復省1をか ね て
組 織 に 接 し 、5・6年 次 に ∵i巽択 必`{一」一一'ズ'の 中 でCPcの 仁 うな 形 で 臨 床 』 ノ:)間を埋 め る 二 とが 出 来i
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科 目名:基 礎看護技術学II(看 護学科第2学 年前期)
履修者数:61配 付数:61回 収数:61回 収率:100.0%
*評 価結果(平 均)
問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13
4.2 4.4 4.1 3.9 4.3 4.2 3.5 3.8 3.7 4.0 4.1 3.9 4.0
問14問15問16問17問18
3.813.814.013.614.2
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 基礎看護技術学nコ _デ ィネーター 岩 本 純
今回の授業評価結果では、3.5か ら4.3に わたって点をいただいた。「やや良い」と 「非常に良い」の中間
におさまったわけである。最高点は、「演習 口標 と概要の説明」についてであ り、最低点は 「学生数に対 し




解を与えないように留意 しつつ、来年もこれ以上の評価を得 られるように精進 していく所存である。
ll・難 鵜離癖饗欝る霞 蕪甕あ轟難轟組
本学 図書館 は、利用者 の皆様がいつ も快適 に利用で きるよう心 がけてお ります。 しか し、特 に
試験期 間、夜間 ・休 日に図書館で勉 強 をす るため、一部学生が昼 間、閲覧席 に荷物 を置 きっぱな
しにす ることでほ とん どの席が埋 ま り、他 の利用者が利 用で きず 、多 くの苦情が寄せ られ ていま
した。
図書館 としても努力 をしてまい りましたが、状況が一向 に改善 され ない ため、9月 の前期試験
期間 を"改 善強化月間"と し、マナー改善の広報活動や指導 を今まで以上 に徹底 したところ、皆
様の ご理解 とご協力 によ り、かな りの改善が 見られ、昼間席 を利用 できない とい う苦情はな くな
りました。
しか し、未 だに一部学生の理解が得 られず 、荷物 を閲覧席 に置 きっぱな しにす る行為が 見られ
ます。来年に入る と、医師 ・看護師国家試験や後期試験が重な り、かな り良 く改善 された環境 が




③ 資料を利用 し終えた$.元 の場所に戻すこと。
④ 館内で飲食をしないこと。
⑤ 館内で大声で話 したり、携帯電話を使用しないこと。
図書館 は利用者 のモラルで成 り立っている部分が大 きく、一人…人が そのモ ラル を守 るこ とで
"快適 に利用で きる図書館"と な ります
。
そのために図書館 は今後 も一層努力 を してまい りますが、利用者 の皆様 にも、引 き続 きご理解




本学 の駐車場は平成16年9月 時点 で982台 分 を有 してお り、 うち325台 は来院者用、97台 は学生
用 、職員用 は560台 となってお ります。
2km以 遠の職員等 に対す る許 可証発行枚数は898枚 で、160%の 過密状態 にな')て お り、許可証
の無 い不法駐車 を加 えると200%を 優 に超 えてい る状 況 と思われ、特 に病 院の駐車場は何時でも外
来患者 及び見舞客が駐車で きるよ うスペー スを確保 しなけれ ばな りませ んが、不法駐車が多 く、
朝の ピー ク時 には駐車場に入れ ない車が身障者用 スペースに入 り込み、その結果、身障患者 さん
よ り度々苦情 が来てお ります。
また、整理員 が空 きスペー スを探 し誘導 してい ますが、対応 しきれない状態 で、患者満 足度調
査 の度 に駐 車場への苦情 ・要望が絶 えな く、職員用駐 車場 について も同 じ様 な状況で対応 に苦慮
してい るところです。
冬季 には,不 法駐車 によ り除雪作業 に著 し く邪魔 にな り、大型車が通 れず に困った こともあ り
ま した。
この様な ことか ら、患者 ・見舞 客その他 の来院 ・来学者 の利便性 とサー ビスの向上のため、駐
車場の増設 とゲー トによる管理 を行い、不法駐車の構 内立ち入 りを規制 し、構 内の道路環境 も含
めた改善 を図るものです。
第一期計画 として駐車場4か 所 の増設工車 を行ない214台 増設 しましたが、この整備 には7千7
百万 円の経 費がかか ってお ります 。まだ許可枚数分の駐 車スペー スの確保 はできませんが、最終
的 には1,500台 になるよ う増設 を予定 しています。
今後、駐車場の増設,駐 車揚 の除雪、ゲー トの維持管理、整理要員等にかかる経費 を賄 うため、
駐車場 を有料化 し、維持 して まい りたい と思い ます。
以上の経緯 よ り、/.成17年1月 か ら駐 車場の有料化 を行 ないますので ご了承 の上、 ご協力 をお
願い します。
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平成16年 度解剖体慰霊式が9月22日 困 午後1時30分 か ら本学体育館 において執 り行われ ました。
御霊に対 し黙祷が行われ 、引 き続 き、八竹学長 及び学生代表(医 学科3年 堀 暫 山)か ら追
悼の辞が述べ られ ました。その後、御遺族 と御来賓の
方 々、教職 員及 び学生代表か ら献花が捧 げられ、 亡く 平成16年 度 御 遺 体 数





























,;成16年 度修h・ 博L学 位記授 与式が、9
月30日 休)午前10時 か ら第2会 議室において行
われ 、次の3名 にそれぞれ博十(医 学)、 修十
(看護学)の 学位が授与 され ま した.
博 士(医 学)
論 文博 上 小 林 徹 也
千 里 直 之
修 士(看 護学)細 野 恵 子
(学生課)
医学科第2年 次後期編入学生入学式
平成16年 度医学科第2年 次後期編 人学生 入























































































































最近、 とあるラジオ番組 で 『冬 ごも り反応』 なるも
のについて話 していたnそ れ は人間 も動物 と同じ く
冬 ごも りをす る とい うものである。寒冷な気候 に住
む人 々は本能的 に 自分の家 を巣穴 にし、睡眠を長 く
し、体重を増やす とい うのである。 またさらに冬 ご
も り反応 の別 の 面 として季節 性情動 障害(seasonal
affectivedisorderSAD)が あ り、これ は急性の冬季 の
うつ病で 日光の不足 と関連づけ られ ているらしい。
しか も どんな人 も程度の差 こそあれ 冬 ごも り反応 が
出、そ して人[の4分 の1はSADに かかるとい うショッ
キングなことまで言 ってい た、,これは私 が冬期間に
呈す る症状(体 重 が増 えることも含 め)の 病名 と原
因をものの 見事に説 明して くれ たのだった。私がす
こし安心 したのは、その原因がわかった ことのみな
らず 、周 りの人の4分 の1が 実 は同 じ症状 に苦 しん
でいる?事 実 を知 ったか らであった。 これ を読んで
『そ うだったのか!』 と思 われ た方 もい らっ しゃる
のではないで しょうか?こ の番組 はSADの 解決策 を
い くつか示 してい て、その中の1つ に 『ゴ ミの始末
(整理 整頓)を す る』 と言う項 目があった。 とりあ
えず、異常 にち らかってい る医局 の私の机 とその周
辺の掃 除か ら始 めることにし、その効果は何かの機
会 にご報 告するつ も りです。
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